
　宇部・山陽小野田消防組合告示第６号

　宇部・山陽小野田消防組合財政状況の公表に関する条例(平成24年条例第27号)の規定により、平成27年度下半期財政状況(平成28年3月31日現在)を公表します。

　平成28年(2016年）5月23日

　　　　　　宇部・山陽小野田消防組合

　　　　　　管理者　　久　保　田　　后　子

１ 歳入歳出予算の執行状況

○ 歳 入

科 目 （ 款 ） 当 初 予 算 額 補 正 額 予 算 現 額 収入済額（上半期） 収入済額（下半期） 収入済額（全体） 執 行 率

分担金及び負担金 2,749,507 千円 △ 101,748 千円 2,647,759 千円 1,323,370 千円 1,300,494 千円 2,623,864 千円 99.1 ％

使用料及び手数料 32,025 千円 2,370 千円 34,395 千円 13,075 千円 16,363 千円 29,438 千円 85.6 ％

県 支 出 金 47,639 千円 △ 144 千円 47,495 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0.0 ％

繰 越 金 1,000 千円 18,317 千円 19,317 千円 19,317 千円 0 千円 19,317 千円 100.0 ％

諸 収 入 4,773 千円 213 千円 4,986 千円 2,033 千円 2,758 千円 4,791 千円 96.1 ％

組 合 債 68,200 千円 △ 900 千円 67,300 千円 0 千円 67,300 千円 67,300 千円 100.0 ％

千円 2,744,710歳 入 合 計 2,903,144 千円 △ 81,892 千円 2,821,252 千円 97.3 ％

　※　収入済額(上半期)は平成27年4月1日から同年9月30日まで、収入済額(下半期)は平成27年10月1日から平成28年3月31日まで。

○ 歳 出

千円 1,357,795 千円 1,386,915

科 目 （ 款 ） 当 初 予 算 額 補 正 額 予 算 現 額 支出済額（上半期） 支出済額（下半期） 支 出 済 額 執 行 率

議 会 費 327 千円 0 千円 327 千円 95 千円 215 千円 310 千円 94.8 ％

総 務 費 12,786 千円 △ 341 千円 12,445 千円 2,725 千円 2,043 千円 4,768 千円 38.3 ％

消 防 費 2,870,434 千円 △ 81,442 千円 2,788,992 千円 1,205,497 千円 1,327,601 千円 2,533,098 千円 90.8 ％

公 債 費 15,597 千円 △ 109 千円 15,488 千円 7,720 千円 7,717 千円 15,437 千円 99.7 ％

予 備 費 4,000 千円 0 千円 4,000 千円 0 千円 0 千円 0 千円 0.0

90.5 ％

％

歳 出 合 計 2,903,144 千円 △ 81,892 千円 2,821,252 千円

／ 世帯数

1,337,576 千円 2,553,613 千円1,216,037 千円

円 26,198 円

　※　支出済額(上半期)は平成27年4月1日から同年9月30日まで、支出済額(下半期)は平成27年10月1日から平成28年3月31日まで。

２ 住民の負担の概況(平成28年3月31日現在　宇部・山陽小野田消防組合管内)

消 防 費 予 算 総 額 １人当たりの消防費 １世帯当たりの消防費 人口

232,904 人 ／ 107,690 世帯2,821,252 千円 12,113



３ 財産、組合債及び一時借入金の現在高(平成28年3月31日現在)

区 分 詳 細 区 分 現 在 高 備 考

土 地 0 ㎡ 　土地・建物・車両については、構成市より無償貸与
　　(消防組合で整備したものを除く。)

建 物 0 ㎡
財 産 　消防車両等配備状況

　　消防自動車等31台、高規格救急自動車11台、
　　その他の車両(連絡車等)30台

車 両 14 台

基 金 0 千円

組 合 債 ― 842,519 千円

一 時 借 入 金 ― 0 千円

　引き続き、「安心・安全なまちづくり」を積極的に推進し、住民とともに歩む安心して暮らせる安全な都市（まち）をめざして全力を挙げて事業に取り組みます。

4 平成27年度(平成28年3月31日現在)の財政状況及び財政方針

　平成27年度は、一般会計当初予算としての29億314万4,000円を編成し、消防組合の重要課題に積極的に取り組んできました。年度途中に諸需要にあわせて補正を

行った結果、平成27年度最終予算は28億2,125万2,000円となりました。

　消防組合の予算は、構成市からの分担金により成り立っていますので、最大限の歳出減努力及び効率的な財政運営を行い、安定した消防行政サービスを提供してい

きます。
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